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令和 8年 9月 

（佐久市教育委員会 社会教育部 文化振興課） 

 

教育委員会が所管する施設用モデル様式 
※教育委員会と市長部局で様式が異なるので、ご注意ください。 

（その他の部局については、こちらの教育委員会の様式に準じて作成してください。） 
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佐久市佐久平交流センター指定管理業務仕様書 

 

 

【１】 趣旨 

この佐久市佐久平交流センター指定管理業務仕様書（以下「業務仕様書」といいます。）は、佐久市

佐久平交流センター（以下「本施設」といいます。）の管理運営について、公の施設として公的な使命

を果たすことを前提としつつ、行財政の効率化と利用者サービスの向上を図るため、指定管理者が行

う業務の内容等について必要な事項を定めるものです。 

 

 

【２】 本施設の状況 

１ 名称・所在地 

名 称 佐久市佐久平交流センター 

所 在 地 佐久市佐久平駅南４番地１ 

 

２ 本施設の規模等 

建 築 構 造 鉄骨鉄筋コンクリート造 地上３階建 

敷 地 面 積 6,000.00 ㎡ 

延 床 面 積 3,081.41 ㎡ 

施 設 内 容 ホール（４５０席）、控室４室、会議室５室、文化教養室２室、音楽室、 

情報研修室、視聴覚室 

車 両  

建 設 年 月 平成１３年２月（佐久勤労者福祉センターとして長野県が設置） 

そ の 他 詳細は、別紙「施設の概要書」、パンフレット等を参照してください。 

 

 

【３】 管理運営の基準 

１ 本施設の管理運営方針 

(１) 本施設の目的 

交流人口の創出、地域文化の振興及び地域住民の福祉の増進を図るため、佐久市佐久平交流セ

ンターを設置する。 
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(２) 基本方針 

佐久市では、人口減少時代の到来、少子高齢化の進行、地方分権の推進、さらに国・地方の厳

しい財政状況を受けた構造改革の推進など、佐久市を取り巻く社会経済環境の大きな変化を踏ま

え、諸問題に的確に対処しつつ、広い視点に立った力強いまちづくり及び健全財政に配慮した計

画的、効率的な行政運営を進めていくため、その方向性や方策を明らかにする第二次佐久市総合

計画を策定しました。 

この総合計画において、文化・芸術に関する計画は、次のとおりとしています。 

主要施策名 文化施設の充実と有効活用 

取 組 内 容 ・既存施設の特徴を考慮し、連携と役割分担による効率的な運用と適切な維

持管理を図ります。 

・各文化施設の特徴を生かした企画展の開催や、施設間の相互連携による共

同企画事業を進めるとともに、教育や観光などの他分野との連携による新し

い魅力づくりにも努め、多くの人が訪れる施設運営に努めます。 

 

この施設は、これらの方向性や方策を実現するための中核的な施設に位置付けられています。 

今後も、総合計画掲載内容の実現及び本施設の設置目的の達成に向け、これらの方向性に沿っ

た本施設の管理運営を行っていきます。 

(３) 管理運営方針 

ア 上記の基本方針に基づいた管理運営を行うこと。 

イ 公の施設であることを常に念頭に置き、市民の平等な利用を確保すること。 

ウ 本施設の効用を最大限発揮し、利用者の増加に努めること。 

エ 事業計画書に沿った管理運営を効率的かつ適正に執行し、経費縮減が図られること。 

オ 利用者の意見を本施設の管理運営に反映させ、利用者の満足度を高めること。 

カ 関係法令等の規定を遵守すること。 

キ 施設、設備及び備品の維持管理を適切に行うこと。 

ク 個人情報の保護に配慮すること。 

 

２ 本施設の管理運営目標 

本施設を管理運営する際の目標は、次のとおりです。 

指定管理者は、この目標を達成する努力義務を有するものとします。 

管理運営目標 利用件数  7,０00 件（R7 実績 5,478 件） 

延利用者数 185,000 人（R7 実績 168,068 人） 

公演等催し物の回数 年 20 回（ホール系施設との連携事業含む） 
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３ 管理の基本事項 

(１) 休館日 

ア 毎月第 1・第 3 水曜日 

イ １２月２９日から翌年１月３日までの日 

ただし、指定管理者は、佐久市教育委員会の承認を得て、これを変更し、又は臨時に休館日を

設けることができます。 

(２) 開館時間 

現行の開館時間は、午前 9 時から午後 10 時までとなっています。 

ただし、指定管理者は、佐久市教育委員会の承認を得て、これを変更することができます。 

(３) 職員 

ア 指定管理者が業務を行うに当たり、次に掲げる職員を配置することとします。 

(ア) 開館日に管理運営業務を行う総括責任者及び防火管理者を各１人配置すること。 

(イ) 次に掲げる有資格者を配置すること。 

(ａ) 防火管理者＜総括責任者との兼務は可能です＞ 

 (ウ) イベント利用等に際しては、専門職員等必要な職員を配置すること。 

(エ) その他、各種法令等に規定する配置基準等に従い、必要な職員を配置すること。 

イ 職員には、次に掲げる研修を実施することとします。 

(ア) 接客に関すること。 

(イ) 環境配慮に関すること。 

(ウ) 専門的知識、技術に関すること。 

ウ 職員の採用は、原則として、佐久市内から行うこととします。 

エ 職員の従事時間は、午前 8 時 30 分から午後 10 時 30 分までの範囲内で、管理運営業務に

支障を来たさないよう、指定管理者が決定することとします。 

(４) 個人情報保護 

指定管理者又は管理運営業務の全部又は一部に従事する者は、管理運営業務の実施によって知

り得た秘密及び佐久市教育委員会及び佐久市の行政事務等で一般に公開されていない事項を外部

へ漏らし、又は他の目的に使用してはなりません。指定期間が終了し、又は指定を取り消された

後においても、同様とします。 

また、指定管理者は、個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）の規定に基づ

き、管理運営業務の実施に関して知り得た個人情報の漏洩、滅失、き損等の事故の防止及びその

他の個人情報の適正な管理のために必要な措置を講じなければなりません。 

(５) 業務の再委託 
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指定管理者は、事前に佐久市教育委員会の承諾を受けた場合を除いて、管理運営業務の一部を

第三者に委託又は請け負わせることはできません。 

指定管理者が管理運営業務の一部を第三者に実施させる場合は、すべて指定管理者の責任及び

費用において行い、第三者の責めに帰すべき事由により生じた損害及び増加費用については、す

べて指定管理者の責めに帰すべき事由により生じた損害及び増加費用とみなして、指定管理者が

負担するものとします。 

(６) 法令等の遵守 

地方自治法、地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）等の行政関連法令、労働基準法（昭

和２２年法律第４９号）、労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）等の労働関係法令、建築物

における衛生的環境の確保に関する法律（昭和４５年法律第２０号）、電気事業法（昭和３９年法

律第１７０号）、消防法（昭和２３年法律第１８６号）等の施設関連法令、佐久市佐久平交流セン

ター条例（平成２７年佐久市条例第１７号）、佐久市佐久平交流センター条例施行規則（平成２８

年教育委員会規則第５号）個人情報の保護に関する法律及び佐久市教育委員会と指定管理者が締

結する協定書、仕様書等を遵守することとします。 

特に業務遂行に当たっては、サービスの低下にならないよう適正な人員配置を行い、また指定

管理者のもとで働く職員の労働条件等についても、労働基準法やその他の労働関係法令等を遵守

し、適正な取扱いを行うこととします。 

(７) 情報公開 

指定管理者が指定管理業務を行うに当たり作成し、又は取得した文書等で指定管理者が管理し

ているものの公開については、指定管理者において別途情報公開に関する基準等を定めるなど、

適正な情報公開に努めることとします。 

(８) 文書保管 

指定管理者が管理運営業務に伴い作成又は受領する文書等は、佐久市文書取扱規程（平成１７

年佐久市訓令第２号）に準じて、適正に保管することとします。 

また、指定期間終了時に、佐久市教育委員会の指示に従い、佐久市教育委員会又は新たな指定

管理者に引き渡すこととします。 

 

 

【４】 業務の範囲及び内容 

指定管理者が行う業務の範囲及び内容は、次のとおりとし、その詳細は、別表１に定めるとおりと

します。 

 

(１) 施設の利用の許可に関する業務 

(２) 施設及び設備の維持管理に関する業務 
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(３) 前各号に掲げるものの他、本施設の運営に関する業務のうち、佐久市教育委員会又は佐久市長

のみの権限に属する事務を除き、佐久市教育委員会が必要と認める業務 

(４) 駅周辺の駐車需要への対応及び施設駐車場の未利用枠の有効活用を図るため、施設の設置目的

を阻害しない範囲において、駐車場シェアリングサービスを自主事業として実施すること。 

なお、本事業で得た収益は、【３】管理運営の基準、（２）基本方針に沿った事業などへ積極的に

活用すること。 

 

【５】 責任及びリスクの負担 

１ 責任分担 

指定期間中の佐久市教育委員会と指定管理者の間における責任分担は、別表２に定めるとおりとし

ます。 

 

２ リスク分担 

管理運営業務の遂行上起こり得る主なリスクについて、佐久市教育委員会と指定管理者の間におけ

る分担は、別表３に定めるとおりとします。 

なお、詳細については、基本協定を締結する際に協議します。 

 

３ 保険 

(１) 火災保険 

火災保険は、佐久市において全国市有物件災害共済会の「建物総合損害共済」に加入していま

すが、その他、必要と考える保険があれば、指定管理者の負担において付保することとします。 

(２) 賠償責任保険及び補償保険 

賠償責任保険及び補償保険については、佐久市として、全国市長会の「市民総合賠償補償保険」

に加入しており、当該保険では、原則、指定管理者も被保険者とみなすとしています。ただし、

当該保険の対象とならない施設、業務、行事等もありますので、内容等を確認し、佐久市と協議

のうえ、必要に応じ、管理経費等により保険を付保することとします。なお、自主事業等、従来

の指定管理業務以外の事業等については、当該保険の対象外となることから、指定管理者の責任

において、保険を付保することとし、その場合の保険料については、管理経費には含めないこと

とします。 

(３) 当事者の責めに帰すことのできない事由が発生した場合の対応 

   自然災害等の不可抗力など、佐久市及び指定管理者双方の責めに帰すことのできない事由によ

り、管理運営上の損害等が発生した場合は、損害状況の確認を行ったうえで、指定管理者が、加

入する保険で対応できる場合は、保険での対応を優先とし、保険金額を超える部分については、

佐久市教育委員会と指定管理者の協議により、費用負担等を決定することとします。 
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４ 原状回復義務 

(１) 施設・設備の改造 

指定管理者は、施設又は設備の改造を行おうとする場合は、あらかじめ佐久市教育委員会と協

議するものとします。 

また、当該指定管理者の指定期間が満了したとき、又は指定を取り消されたときは、佐久市教

育委員会の指示するところにより、原則としてその管理運営を行わなくなった施設又は設備を原

状に復さなければなりません。 

(２) 汚損、損傷、亡失など 

指定管理者は、施設・設備等を汚損し、損傷し、又は亡失したときは、佐久市教育委員会の指

示するところにより、原状に回復し、又は損害を賠償しなければなりません。 

 

【６】 管理運営に要する費用負担 

１ 管理経費の算定 

管理運営に要する経費は、①佐久市教育委員会が支出する指定管理料で賄うことになります。 

なお、自主事業に要する経費については、指定管理者が負担することになります。 

 

２ 指定管理料の額 

各年度の指定管理料の額は、佐久市教育委員会と指定管理者が協議したうえで、毎年度の予算編成

において確定し、「年度協定」で定めます。 

 

３ 指定管理料の支払い 

(１) 支払時期 

会計年度ごとに、指定管理者の請求に基づき、＜四半期ごとに分割して＞支払います。 

なお、指定期間の最終年度は別途協議することとします。 

(２) 管理口座 

会計処理の透明性確保の観点から、指定管理者が本施設の管理運営のために使用する預金口座

については、１施設当たり１口座を原則としますが、必要な場合には、施設所管課と協議のうえ、

複数の口座を使用することを認めることとします。 

 

４ 利用料金の取扱い 

(１) 利用料金の帰属 
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利用者が納付する利用料金は、実際に利用する日の属する年度にかかわらず、納付された事業

年度における指定管理者に帰属するものとします。ただし、指定期間の終了に伴い指定管理者が

交代する場合で、旧指定管理者が発行した請求書に基づく利用料金は、旧指定管理者に帰属する

ものとします。 

 (２) 利用料金の設定 

   利用料金の額については、条例で定められた金額の範囲内で、あらかじめ、佐久市長の承認を

得て、指定管理者において設定してください。なお、利用料金の額の設定に当たっては、本施設

の利用率の向上やサービスの向上につながるよう配慮してください。 

(３) 過年度還付金の取扱い 

利用料金の還付は、利用料金の納付された日の属する年度にかかわらず、利用料金の還付申請

書を受理した事業年度における指定管理者が行うものとします。このため、想定される過年度還

付金は、過去の実績を参考に必要経費に含め指定管理料を提案してください。 

 

５ 備品等の取扱い 

(１) 施設、設備及び物品の使用 

指定管理者は、管理運営業務を行うに当たり、本施設並びに本施設に属する設備及び物品（備

品、消耗品等をいいます。）を無償で使用することができます。 

(２) 備品の購入及び所有権 

施設機能及び業務遂行上必要な備品について、指定管理料又は利用料金収入により指定管理者

が購入した場合（管理運営業務開始時に所在していた備品等の経年劣化等による更新を含む）は、

所有権は佐久市教育委員会に帰属するものとします。 

また、指定管理者が自主事業やサービスの質の向上のため、自らの負担と責任により購入又は

調達した備品の所有権は、指定管理者に帰属することとします。その場合、指定管理期間終了時

には、原則として指定管理者自らの責任と費用で撤去することとします。ただし、佐久市教育委

員会と指定管理者で協議のうえ、佐久市教育委員会又は佐久市教育委員会が指定するものに引き

継ぐことができるものとします。 

なお、その他の事情等により購入や帰属先に疑義が生じた場合は、佐久市教育委員会と指定管

理者で協議のうえ、決定するものとします。 

(３) 備品の管理 

指定管理者は、備品台帳を整備し、本施設の備品を適正に管理することとします。 

また、備品の帰属を明確とするため、佐久市教育委員会と指定管理者の備品台帳を分けて、 

整備することとします。 

 

【７】 事業の計画 
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指定管理者は、指定管理者の応募時に、指定期間中に係る事業計画書及び収支計画書を策定し、佐

久市教育委員会に提出することとします。指定管理者として管理運営業務を行うときは、これらの計

画書に沿った事業展開が求められます。 

また、指定管理者は、毎年度当初に、当該年度に係る管理運営事業の計画書と収支予算書を佐久市

教育委員会に提出することとします。 

 

 

【８】 管理運営状況等の報告 

指定管理者は、毎年度終了後 30 日以内に管理運営業務の実施状況、本施設の利用状況、収支の状

況等を記載した事業報告書を提出することとします。 

また、別表１に定める定期に、当該期間における管理運営の状況等について、佐久市教育委員会に

報告することとします。 

 

 

【９】 管理運営状況の評価及び公表 

佐久市教育委員会は、指定管理者から受けた事業報告書及び定期の報告、必要な場合の実地調査等

に基づき、管理運営の状況についてモニタリングのうえ、評価し、その結果を公表します。 

 

 

【１０】 指定管理者に対する監督等 

１ 報告義務等 

佐久市教育委員会は、本施設の適正な運営のため、指定管理者に対して、当該業務内容又は経理の

状況に関して報告を求め、実地に調査又は必要な指示をすることができます。 

 

２ 監査 

佐久市教育委員会又は佐久市監査委員が必要と認めるときは、指定管理者が行う管理運営業務に係

る経理事務について監査を行うこととします。 

 

 

【１１】 事業の継続が困難になった場合の措置 

指定管理者は、業務の適正な継続が困難となった場合、又はそのおそれがあると認められる場合は、

速やかに佐久市教育委員会に報告しなければなりません。 

その場合の措置については、次のとおりです。 
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１ 指定管理者の責めに帰すべき事由による場合 

指定管理者の責めに帰すべき事由により、業務の適正な継続が困難となった場合、又はそのおそれ

があると認められる場合には、佐久市教育委員会は、指定管理者に対して改善勧告等の指示を行い、

期間を定めて改善策の提出及び実施を求めることができます。 

この場合、指定管理者がその期間内に改善することができなかった場合等には、佐久市教育委員会

は指定管理者の指定を取り消し、又は業務の全部若しくは一部の停止を命じることができるものとし

ます。 

 

２ 指定が取り消された場合等の賠償 

上記１により指定管理者の指定が取り消され、又は業務の全部若しくは一部が停止された場合、指

定管理者は、佐久市教育委員会又は佐久市に生じた損害を賠償しなければなりません。 

 

３ 不可抗力等による場合 

不可抗力等、佐久市教育委員会又は指定管理者の責めに帰すことができない事由により、本施設の

管理運営の継続が困難となった場合は、佐久市教育委員会と指定管理者は、施設運営について協議を

行い、継続が困難と判断した場合、佐久市教育委員会は指定管理者の指定を取り消し、又は業務の全

部若しくは一部の停止を命じることができるものとします。 

この場合に発生した佐久市教育委員会及び佐久市と指定管理者の損害、損失に係る補償及び増加費

用は、その都度協議により決定します。 

 

【１２】 その他 

１ 引継ぎ 

指定管理者の指定は、議会において、指定管理者の指定が議決された後となります。 

指定管理者が交代する場合は、指定後、速やかに前指定管理者、新指定管理者及び佐久市教育委員

会の参加により、管理運営業務の引継ぎを行います。 

また、今回の募集に係る指定期間終了後、別の指定管理者と交代する場合においても、次期指定管

理者及び佐久市教育委員会の参加により、管理運営業務の引継ぎを行います。 

なお、引継ぎに要した経費は、それぞれの団体の負担とします。 

 

２ 指定議案が否決された場合及び議決が得られなかった場合 

選定の結果、指定管理者の候補者になった者が、議会で否決された場合又は議決が得られなかった

場合（議決を得ることも否決されることもなかった場合等）、管理運営の準備のために支出した費用

について、佐久市教育委員会及び佐久市は補償しません。 
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３ 前指定管理者が雇用している職員の再雇用 

新たに職員を雇用する場合は、円滑な業務移行を進めるため、前指定管理者が雇用している職員の

再雇用について、配慮をお願いします。 
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（別表１） 本施設の管理運営に関する業務内容 

【施設で行う業務】            

業務分類 業務概要 標準仕様 

指定管理者と佐久市教

育委員会の共催事業 

文化・芸術の振興 

（文化振興課） 

次に掲げる事業を実施すること。 

文化・芸術に関するイベントの開催 

【施設の管理運営】 

業務分類 業務概要 標準仕様 

施設の利用に関するこ

と 

利用料金の設定 

 

条例の規定の範囲内で利用料金を設定するこ

と。 

設定又は変更の際は、佐久市教育委員会の承

認を必要とする。 

 開館及び閉館 次に掲げる業務を行うこと。 

開錠 

設備等の作動確認、点検 

館内巡回と利用者の退館確認 

消灯、施錠 

 案内表示 次に掲げる業務を行うこと。 

案内板の表示 

正面玄関案内の表示 

会議室等入口案内の表示 

 受付・窓口 次に掲げる業務を行うこと。 

使用申請の受付 

問合せへの対応 

苦情への対応、佐久市教育委員会への報告 

遺失物・取得物の受付、管理、返還 

 利用者の利便性の向上 

＜キャッシュレス決済

等の導入可能な施設＞ 

QR コード決済、その他キャッシュレス決済の

導入、Wi－Fi 環境の整備等、利用者の利便性

の向上につながる環境整備を行うこと。 

 利用者指導補助 次に掲げる業務を行うこと。 

館内の案内 

イベント打合せ 

設備・備品の使用方法の説明、補助 

危険行為等の注意 
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 緊急時の対応 次に掲げる業務を行うこと。 

危険管理マニュアルの作成 

避難訓練 

 使用許可 次に掲げる業務を行うこと。 

利用申請に対する許可 

利用料（利用料金）に対する承認 

利用料（利用料金）の収受 

 減額又は免除の許可 次に掲げる業務を行うこと。 

減額又は免除申請に対する承認 

佐久市教育委員会への報告又は相談 

 印刷物 次に掲げる印刷物を発行すること。 

施設の利用案内 

料金表等 

 広報 次に掲げる業務を行うこと。 

施設利用促進のための広報 

チラシ、パンフレット等の作成 

 利用者意見の聴取 アンケートの実施等の手法により、利用者の

意見を聴取し、その内容を踏まえた事業展開

を図ること。 

指定管理者による自主

事業 

自主イベント、自主企画

等 

指定管理者独自の発想により、施設の有効活

用に資する事業、利用者のサービス向上に資

する事業、利用の促進に資する事業等を企画

し、実施すること。 

 

 

【施設の維持管理】 

業務分類 業務概要 標準仕様 

施設・設備等の総合的な

管理に関すること 

施設・設備等維持修繕年

次計画の策定 

施設、設備等の維持修繕に係る年次計画を策

定し、それに基づき、維持修繕を行うこと。 

 保険 佐久市が付保する保険の他、管理運営業務に

必要な保険を付保すること。 

設備等の監視運転に関

すること 

建物管理全般の統括 総合監視室又は中央防災センターに設備運転

責任者及び必要な人員配置を行うこと。 
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 定期的な清掃 次に掲げる業務を行い、異常等が発生したと

きに発見しやすい状態を保つこと。 

各種設備の日常巡視点検 

 燃料類・薬品類の点検補

充 

必要な点検を随時行うこと。 

 特殊設備の運転操作 

 音響、照明、大型映 

 像、移動式客席など 

次に掲げる業務を行うこと。 

イベント主催者の補助 

運転状況の点検 

設備等の保守点検に関

すること 

法定点検等 次に掲げる各種法令に基づく、点検等を行う

こと。 

建築物環境衛生管理関係（環境測定、水質

検査、受水槽清掃、害虫等防除等） 

自動ドア保守 

エレベーター保守 

直流電源設備保守 

冷温水器・冷暖房機保守 

自家用電気工作物保守 

舞台機構保守 

舞台照明設備保守 

舞台音響設備保守 

衛生設備保守点検業務 

特殊建築物定期検査 

コピー機保守 

音響設備保守 

 

 各種設備の保守 次に掲げる点検等を行うこと。 

異音、発熱、振動等の異常の有無 

消耗品の交換、注油 

軽微な修理 

 事故発生時の応急処置 次に掲げる業務を行うこと。 

利用者、観覧者に対する対応 

業者、関係機関への通報 

原因の調査 
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 佐久市教育委員会との

連絡調整 

次に掲げる事項について 

高額な修繕 

高額な消耗品の購入 

工事等の計画、相談 

建築物環境衛生管理に

関すること 

空気環境測定 法令に基づき行うこと。 

 飲料水水質検査 法令に基づき行うこと。 

 受水槽清掃 法令に基づき行うこと。 

 害虫防除 法令に基づき行うこと。 

 汚水層清掃 法令に基づき行うこと。 

建物周辺の植栽、駐車場

の管理に関すること 

清掃、除草、害虫防除、

枝払い 

安全に努め、常に良好な状態に保つため、清

掃、除雪、除草、害虫防除、枝払い等を日常

的に行うこと。 

清掃、警備に関すること 日常清掃 施設の材質又は状況に即した通常の清掃を行

うこと。 

 定期清掃 次に掲げる業務を行うこと。 

床のワックス清掃 

窓ガラスの清掃 

 植栽、公園、駐車場清掃 日常的な清掃を適宜実施すること。 

  イベント開催中、終了後は、念入りに実施す

ること。 

  積雪があった場合は、除雪作業を行うこと。 

 防犯 次に掲げる業務を行うこと。 

建物内の巡視 

必要箇所の施錠 

監視カメラの運転監視 

 夜間警備 無人化警備に関する業務を行うこと。 

 防災 次に掲げる業務を行うこと。 

防火管理者の設置 

防火管理者協会に関すること 

防火対象物法定点検 

その他、消防法に基づく防火管理者が行う 
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消防設備点検に関する

こと 

法定点検 次に掲げる各種法令に基づく、点検等を行う

こと。 

日常巡視点検 

総合点検 

防災訓練企画実施 

修繕に関すること 老朽化による改修 佐久市教育委員会と協議のうえ、適宜改修を

実施すること。 

 突発的修繕 一定額の修繕費を設定し、範囲内において指

定管理者が実施すること。 

実施に当たっては、佐久市教育委員会と協議

すること。 

 利用者要望による設備

投資 

佐久市教育委員会と協議のうえ、適宜設備整

備を実施すること。 

備品等の管理に関する

こと 

管理 次に掲げる管理を行うこと。 

帳簿の作成、管理 

備品の点検、修繕 

購入、廃棄 佐久市教育委員会と協議のうえ、備品の購入、

廃棄を実施すること。 

貸出 次に掲げる業務を行うこと。 

使用料（利用料金）の設定 

使用申請に対する承認 

使用料（利用料金）の収受 

 

【その他の業務】 

業務分類 業務概要 標準仕様 

その他 庶務 次に掲げる業務を行うこと。 

現金の管理 

経理 

職員の福利厚生 

職員の給与 

物品の管理 

文書の管理、保存 

その他の事務に関すること。 
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 日常報告 次に掲げる業務を行うこと。 

業務連絡 

改修、修繕の相談 

その他の相談 

 月次報告 利用者数等の報告を行うこと。 

 四半期報告 四半期ごとの報告を行うこと。 

 年次報告 会計年度終了後に事業及び収支の状況を記載

した事業報告書を佐久市教育委員会に提出す

ること。 

 年度事業計画 会計年度開始前に当該年度の事業及び収支の

計画を記載した事業計画書を佐久市教育委員

会に提出すること。 

 関係機関との連絡調整 必要に応じ、関係機関との連絡調整を行うこ

と。 
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（別表２） 佐久市教育委員会と指定管理者の責任分担表 

 

番号 内  容 
負 担 者 

佐久市教育委員会 指定管理者 

１ 包括的管理責任 ◎  

２ 施設の法的管理（占用、行為許可等） ◎ ○ 

申請受付、許可書の交

付に限る。 

３ 施設・設備の管理運営  ◎ 

４ 施設の管理運営上の広報 ○ 

佐久市教育委員会及

び佐久市の広報媒体

に係るものに限る。 

◎ 

５ 施設・設備の維持保全  ◎ 

６ 物品の管理、購入  ◎ 

７ 施設・設備の修繕、改修 ※ 

＜施設の実態に則した設定額とし、指定

管理者が負担する年間の上限額も必要

に応じ設定してください。＞ 

○ 

１件５0 万円以上の

ものに限る。 

◎ 

１件５0 万円未満の

ものに限る。 

 

８ 非常時の初期対応（待機連絡、被害調査、

報告、応急措置等） 

○ ◎ 

９ 災害復旧 ◎  

１０ 苦情対応 ○ ◎ 

（◎印は主となる者を、○印は従となる者を表す。） 

(※) 負担の詳細は、発生した原因等に応じ、リスク分担表において定めます。 
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（別表３） 佐久市教育委員会と指定管理者のリスク分担表 

 

番号 種  類 内  容 

負担者 

佐久市

教育委

員会 

指定 

管理者 

１ 法令等の変更 施設・設備設置基準の達成等、施設整備が必要

なもの 
○  

２  管理運営上の対応で対処可能なもの  ○ 

３ 施設利用者、周辺住

民及び周辺環境へ

の対応 

管理運営上の不備、過失等による周辺器物の損

壊、環境対策、住民対策、苦情処理等  ○ 

４  施設・設備の構造上の不備等に起因する事故等

による住民対策、苦情処理等 
○  

５ 政治、行政的理由に

よる事業変更 

政治、行政的理由から、施設管理、運営業務の

継続に支障が生じた場合、又は業務内容の変更

を余儀なくされた場合の経費及びその後の維

持管理経費における当該事情による増加経費

の負担 

○  

６ 不可抗力 不可抗力（自然災害、暴動等の人為災害、感染

症の流行等）による施設・設備の修繕、施設利

用者・周辺住民等への損害及び管理運営業務の

変更、中止、延期等 ※1 

協議事項 

７ 利用者に及ぼした

損害賠償 

管理運営上の不備、過失等に起因するもの 
 ○ 

８  施設・設備の構造上の不備に起因するもの（施

設・設備の維持管理上の瑕疵による場合は、項

目７に依拠する） 

○  

９ 施設・設備等の現状

変更 

指定管理者の都合による施設の模様替え、設

備・備品等の新設及び増設 
 ○ 

１０ 施設・設備の修繕、

改修 

建物の躯体、基礎軸組、鉄骨部分 
○  

１１  管理運営上の不備、過失等に起因するもの  ○ 
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１２  管理運営上の不備、過失等に起因しないもの

で、１件５0 万円未満のもの 
 ○ 

１３  管理運営上の不備、過失等に起因しないもの

で、上記以外のもの 
○  

１４ 施設競合 施設競合による利用者及び利用収入の減によ

るもの 
 ○ 

１５ 需要変動 利用者の減少等、需要見込みと実施結果との差

異による収入の減 
 ○ 

１６ 運営費の増嵩 佐久市教育委員会の要因による管理運営経費

の増 
○  

１７  佐久市教育委員会の要因以外の要因による管

理運営経費の増 
 ○ 

１８ 債務不履行 佐久市教育委員会の協定内容の不履行 ○  

１９  指定管理者の協定内容の不履行  ○ 

２０ 物価変動 物価水準の変動による経費の増減 協議事項 

２１ 金利変動 金利変動による経費の増減  ○ 

２２ 運営リスク 管理運営上の不備、過失等に起因するもの  ○ 

２３  施設・設備の構造上の不備に起因するもの（施

設・設備の維持管理上の瑕疵による場合は、項

目２２に依拠する） 

○  

２４  佐久市教育委員会が行う大規模改修工事の実

施に伴う臨時休館等に起因するもの ※2 
協議事項 

２５ 書類の誤り 業務仕様書等、佐久市教育委員会が責任を持つ

書類の誤りによるもの 
○  

事業計画書等、指定管理者が提案した内容の誤

りによるもの 
 ○ 

(※1) 指定管理者が、加入する保険で対応できる場合は、保険での対応を優先とし、保険金額を超

える部分については、佐久市教育委員会と指定管理者が協議して決定するものとします。 

(※2) 施設の全部又は一部が利用できなくなったことで指定管理者に損失が生じた場合の損失は、 

佐久市教育委員会と指定管理者が協議のうえ、原則として佐久市教育委員会が補償を行います。 

なお、佐久市教育委員会が補償する損失の範囲は、休業期間に係る支出から収入を差し引いた 

差額とし、逸失利益は含まず、自主事業についても原則補償の対象外とします。また、休業期間 

に係る支出については、合理性の認められる範囲のものとします。 


